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第２四半期累計期間の業績予想と実績値の差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、2022年１月６日に公表した 2022年 11月期の第２四半期累計期間（2021年

12月１日～2022年５月 31日）の業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおり

お知らせいたします。 

また、2022年 11月期通期（2021 年 12 月１日～2022 年 11 月 30 日）の業績予想を下記のとおり修正

いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

記 

 

１．2022 年 11 月期第２四半期累計期間の連結業績予想と実績値との差異（2021 年 12 月１日～2022 年

５月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

166,000 

百万円 

8,400 

百万円 

8,200 

百万円 

5,700 

円 銭 

74.22 

今 回 実 績 値 （ B） 182,332 9,151 8,929 6,229 79.73 

増 減 額 （ B－ A） 16,332 751 729 529  

増 減 率 （ ％ ） 9.8 8.9 8.9 9.3  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2021年 11 月期第２四半期） 
139,231 6,345 6,201 4,366 57.91 

 

２．2022 年 11 月期第２四半期累計期間の個別業績予想と実績値との差異（2021 年 12 月１日～2022 年

５月 31日） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

160,000 

百万円 

7,900 

百万円 

5,500 

円 銭 

71.62 

今 回 実 績 値 （ B） 178,869 8,587 5,990 76.66 

増 減 額 （ B－ A） 18,869 687 490  

増 減 率 （ ％ ） 11.8 8.7 8.9  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2021年 11 月期第２四半期） 
134,554 6,052 4,297 57.00 
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３． 2022年 11月期通期の連結業績予想の修正（2021年 12月１日～2022年 11月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

350,000 

百万円 

17,500 

百万円 

17,200 

百万円 

12,000 

円 銭 

156.26 

今回修正予想（B） 380,000 19,150 18,730 13,000 166.38 

増 減 額 （ B－ A） 30,000 1,650 1,530 1,000  

増 減 率 （ ％ ） 8.6 9.4 8.9 8.3  

（ご参考）前期実績 

（2021 年 11 月期） 
291,263 13,637 13,388 9,663 127.13 

 

４．2022年 11月期通期の個別業績予想の修正（2021年 12月１日～2022年 11月 30日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

336,000 

百万円 

16,500 

百万円 

11,500 

円 銭 

149.75 

今回修正予想（B） 370,000 18,000 12,500 159.98 

増 減 額 （ B－ A） 34,000 1,500 1,000  

増 減 率 （ ％ ） 10.1 9.1 8.7  

（ご参考）前期実績 

（2021 年 11 月期） 
281,863 12,956 9,396 123.62 

 

５．修正理由 

（第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異） 

第２四半期累計期間においては、当社を取り巻く自動車市場環境は依然厳しい状況が続いており

ます。当社は、そのような環境のなか、生涯取引を基盤とした収益の最大化に取り組んでおり成果が

見えつつある状況になっております。売上高につきましては、買取台数の増加が牽引し業績予想を上

回る結果となりました。利益面では、商品回転期間を意識した商品リードタイムの短縮、コスト削減

により生産性を上げることで高水準を維持しております。 

 

（通期の業績予想の修正） 

通期の業績予想につきましては、第２四半期累計期間の業績を勘案し、売上高、営業利益、経常

利益及び親会社株主に帰属する当期純利益を修正することといたしました。 

今後の当社を取り巻く経営環境は引き続き予測が困難な状況ではありますが、現時点で入手可能

な情報や予測に基づき業績への影響を算定いたしました結果、上記の通り業績予想の修正を行いまし

た。今後の業績動向を踏まえ、業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに開示することとい

たします。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき算出しております。実際の業績は

今後のさまざまな要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


